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向性が見えてきたと考え、本稿 今後さらに進める教職員の学生へ 関わり方・支援のマイルストーンとしたい。本学は、札幌市内にある文系私立大学で今年創立５０周年を迎え いる。札幌市内には、
他にも２０１６年から２０１８年にかけて５０周年を迎える私立大学
・

















































































































































































































このことから筆者が考えたことは、本学の卒業生が社会で生き生きと活躍する人材に成長するためには、入学前から無目的な状態の学生を特段特色ある教育やサポートをせずそのまま させてしまっている大学の在り方を変える必要があるのではない というものであった。私はキャリアカウンセラーの資格を持った専門家の一人である。ならば、 生一人ひとりとキャリアカウンセリングで向き合い、大学生活の目的を共に作 関わり できないか。
そして、私一人で全学生をということは難しいが、仲間を学内に増やして行えば可能とな












































































































































































































































































































１年生の全員面談と Staff Development への取り組み
190
（七）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実施年度 面談担当職員（人） 1 年生(人） 面談達成率 
2014 25 601 61% 
2015 32 676 75% 
2016 31 662 30% 
2017 30 704 32% 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































新しい就職進路決定先が増えるなど、もちアッププログラムの効果が明らかな形で確認できることを視野に入れて 面談の質的向上、量的向上の両面から取り組みを考 ていく必要がある。今ま 、学生個人面談を職員が大学として取り組んでいる支援体制 、学生が安心して勉学に励み多面的に相談でき 環境作り 第一の目標 ったが、今後は担当職員の達成感を満たす 点で 結果をまとめていくことが必要である。
オープンキャンパス参加のご父兄に対する本学のアピールは、毎回就職支援の説明と共にもちアップ個人面談 取り組みをお伝えして
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